
アウトプットを重視した理科の
予習学習に関する取り組み



大和郡山市立郡山西中学校

大和郡山市の西に位置する学校

1学年 2クラス ７１名

2学年 3クラス １０２名

3学年 3クラス 84名

2023年度創立50周年

記念動画の作成，花火の打ち上げ



今年の1学期の終わり

先生、是非、今年の
科学の甲子園ジュニ
アに出たいです。

一応、全員に周知する中で、
希望者が6人集まったら連
れて行ってあげるよ。



夏休みの実験教室（5日間くらい）

3年生の教室の近くの花壇に植えていたこの植物は、何でしょう？

答え：蓼藍（タデアイ）です。



藍染めのしくみ

インジカン インジゴ ロイコ体
水に不溶：青色 水に可溶：黄色

還元

酸化
植物体内



日干しにしました。2時間く
らいで水分が抜けました。 炭酸ナトリウム、還元剤の中で煮出しました。



煮出したロイコ体が溶けだして黄
色い液となっています。

葉を空気に触れさせると青くなりま
す。



ロイコ体（左）に過酸化水素水（酸
化剤）を加えると青くなります（右）



白いハンカチにインジゴを含ませ、
空気酸化させると、、、

教科書的には知っていましたが、、この青くなっていく過程には感
動を覚えました、、



できあがり！！



１. 本実践に至る課題と経緯

自分の授業経験からの反省（話が長く板書
中心な授業）

探究的な授業を行い、プレゼンテーション
能力（人に説明する能力）の基礎を育成し
たい

単元を学ぶ前に生徒にその単元の一定の経
験をさせたい

単元を学ぶ見通しを立てさせたい



２. 目的

アウトプットを重視した予習学習を行
いたい。



３. 授業プランと授業の概要

「気象とその変化」

「化学変化と原子・分子」

使用教科書：「未来へひろがるサイエンス2（805）」（啓林館）



ジグソー学習とは、、

資料Aグループ 資料Bグループ 資料Cグループ

グループ（ア） グループ（イ） グループ（ウ）



B. 担当班

A

２ ３ ５４

C. ブロック班

１

DCB E

天気図A 天気図B

D. スライド発表

各担当課題から
１人づつ

A. 天気予報視聴

4. 授業プランと授業の概要「気象とその変化」



「気象とその変化」

A. 天気予報視聴（１時間目）



B. 担当班での活動(２・３時間目）
学習課題の提示

担当課題１ 大気圧とはどのようなものだろうか。

担当課題２ 天気用図記号はどのようにみればよいのだろうか。

担当課題３ 曇りと雨は、どのようなときに起きるのだろうか。

担当課題４ 水蒸気が水滴に変わるのはどんなときだろうか。

担当課題５ 高気圧、低気圧や前線ってなんだろうか。

「地球の大気と天気の変化」
〔未来へひろがるサイエンス2（805）〕啓林館



B. 担当班での活動
学習課題の提示

学習課題の答えについてわかりやすくまとめよう！！
（A4用紙に）

図を多く入れておきましょう。

色鉛筆で丁寧に仕上げましょう。

それを見て人に説明できるようにしましょう。



C. ブロック班での活動（４・５・６時間目）

天気図による課題提示

A B



C. ブロック班での活動

ブロック班に対応する天気図A～Eをみて以下の質問
に答えてください。

(1) この天気図の季節は何ですか。

(2) この天気図が何月のものか答えてください。

(3) この天気図の特徴を以下の点に着目して解説して
ください。（一人一枚以上のスライド作成をしてください）



C. ブロック班での活動
(3) この天気図の特徴を以下の点に着目して解説し
てください。（一人一枚以上のスライド作成をしてくださ
い）

気圧配置（低気圧・高気圧・前線）の面から （特
に担当班１・５）

天気（晴・曇り・雨）の面から （特に担当班２）

水蒸気と雲の関係から （特に担当班３・４）



生徒作成のスライドの例

D. スライド発表（7時間目）



生徒作成のスライドの例



生徒作成のスライドの例



生徒作成のスライドの例



生徒作成のスライドの例



生徒作成のスライドの例



生徒作成のスライドの例



生徒作成のスライドの例



生徒作成のスライドの例



生徒作成のスライドの例



生徒作成のスライドの例



生徒作成のスライドの例



生徒作成のスライドの例



生徒作成のスライドの例



生徒作成のスライドの例



生徒作成のスライドの例



アンケートと感想

➢ 予習学習は、自分の学習に役に立ったと思いますか。
88.3% そう思う。どちらかというとそう思う。

➢ 予習学習の難易度はどうでしたか。
94.8% 難しい。どちらかといえば難しい。



4. 授業プランと授業の概要「化学変化と原子・
分子」

A. これからの学習の説明と学習課題の割り振り
（1時間目）

B. スライド作成（２・３時間目）
スライド交流（４時間目）

C. スライド発表（５・６・７・８時間目）

D. アドバイスカード記入
相互評価

使用教科書：「未来へひろがるサイエンス2（805）」（啓林館）



これからの取り組み（１時間目）

物質分野の内容を自分で予習して、みんなにス
ライドでわかりやすく教えよう。



具体的な授業の進め方

（１）自分の調べる学習課題をグループで相談して決める

（２）どうやって説明したらわかりやすく説明できるか考える

（３）説明のためのスライドをつくる

（４）発表原稿を考える

（５）みんなの前で発表する

（６）みんなの発表を評価とコメントする



ポイント

教科書の図を少なくとも一枚使う

Webの図を使っても良い

聞いている人がわかりやすくなるように説明する

（自分の作ったスライドのイラストを１枚描く）



スライド作成のポイント

わかりやすく（1枚のスライドに言いたいことを一つだけ入
れる）

図を効果的に使う

文字を入れるときは、大きな字で少ない文字数で（視聴者
が読むのに大変にならないように）



発表のポイント

大きな声でわかりやすく

最初は事前に原稿を作ろう

1枚のスライドの説明は1分以内で



評価のポイント

内容はわかりやすかったか

スライドはわかりやすかったか

発表態度（声の大きさやはきはきわかりやすく話していた
か）

総合評価



A. 学習課題の割り振り
学習課題の提示

①物質をさらに細かく分けていくと、どのようになるだろうか

②元素記号にはどのようなものがあるのだろうか

③元素記号を使って物質を表すには、どうすればよいのだろうか

④化学式を使って化学変化を表すには、どうすればよいのだろう
か

⑤鉄と硫黄は、結びついて別の物質になったのだろうか

「化学変化と原子・分子」
〔未来へひろがるサイエンス2（805）〕啓林館



⑤木炭が燃える変化以外にも、物質が酸素と結びつく変化はあるのだ
ろうか

⑥どのようにすれば、酸化銅から酸素を取り除くことができるのだろうか

⑦燃焼以外にも、温度が上がる化学変化はあるのだろうか

➇化学変化の前後で全体の質量は変わるのだろうか

⑨金属と化合する酸素の質量は、金属の質量とどのような関係がある
のだろうか

A. 学習課題の割り振り

「化学変化と原子・分子」
〔未来へひろがるサイエンス2（805）〕啓林館



生徒作成のスライドの例

B. スライド作成（２・３時間目）



生徒作成のスライドの例



生徒作成のスライドの例



生徒作成のスライドの例



生徒作成のスライドの例



生徒作成のスライドの例



生徒作成のスライドの例



アドバイスカードの記入と相互評価

発表を以下の観点から15点満点で生徒が評価
・内容はわかりやすかったか
・スライドはわかりやすかったか
・発表態度（声の大きさやはきはきわかりやすく話していたか）



アンケート・感想から
➢ スライド発表は自分の成長につながりましたか。

83.8% そう思う。どちらかというとそう思う。
➢ 完成した自分のスライドに満足できましたか。

68.9% そう思う。どちらかというとそう思う。
➢ 後に行った教科書の内容の学習は、スライド発表を行う
ことによって理解しやすくなりましたか。
91.9% そう思う。どちらかというとそう思う。



本実践を行っての感想

 本実践で行えたこと

・生徒の主体的な取り組みが見て取れた

・プレゼンテーション能力（人に説明する能力）の基礎を育成ができた

・単元を学ぶ前に生徒にその単元の一定の経験をさせた

・単元を学ぶ見通しを立てさせた

 本実践の課題

・本来行っていた授業の時間が短くなる

・授業内容の概要を知ることになるため実験など目新しさがなくなる

・もっとグループでの話し合いを活発にしたい



ご清聴ありがとうございました。


